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合教職開発本部２階、火曜４限)
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■ナンバリングコード
05-TFE-111 教育学部 学校教育課程 / 教育の基礎的理解 〔１年次レ

ベル〕

■授業概要
学校教育を中心とした障害全般にわたる自立支援、教育・医療・福

祉の連携体制、障害の特性や支援方法、特別支援教育に関連の深い

事項など、特別支援教育全般に関わる事項について、５名の教員が

オムニバス形式で講話する。

授業の連絡については、google classroom にて行う。

google classroom のクラスコードは「edjp3mte」です。

（google classroom の使い方が分からない場合は、1 回目の講義の時

に質問してください）

■到達目標
特別支援教育やその周辺領域の知識を学び、それをもとに対象の方

の特別な教育的ニーズを把握し、適切な支援や合理的配慮を考え出

すことができる。

■授業内容
第 1 回（4/13）　イントロダクション・特別支援教育について（担

当：藤岡）

第 2 回（4/20）　障害をめぐるトライアングル―保健医療・社会福

祉・特別支援（担当：佐藤）

第 3 回（4/27）　障害について知る―障害者基本法を手掛かりに（担

当：佐藤）

第 4 回（5/11）　“ＳＥＮ”とはなにか―状態としての“障害”から

現象としての“障害”へ（担当：佐藤）

第 5 回（5/18）　特別支援学校をめぐる制度的概況―教育課程と教育

環境（担当：佐藤）

第 6 回（5/25）　通常学校での特別支援教育―支援学級と通級指導を

中心に（担当：佐藤）

第 7 回（6/1）　通常学級で障害児が学ぶ―特別支援教育支援員とい

う仕事（担当：佐藤）

第 8 回（6/8）　組織としての特別支援教育―校内支援体制と特別支

援教育コーディネーター（担当：佐藤）

第 9 回（6/15）　不登校と特別支援教育の接点（担当：廣澤）

第 10 回（6/22）　障碍の重い子どもとの教育的係わり合い（担当：

笹原）

第 11 回（6/29）　障害児のコミュニケーション支援（吃音を中心と

して）（担当：西尾）

第 12 回（7/6）　発達障害について（担当：藤岡）

第 13 回（7/13）　特別な教育的ニーズのあるお子さんの学校での生

活（担当：藤岡）

第 14 回（7/24）　障害のある子どもと学校教育　知的障害特別支援

学校（担当：南雲）

第 15 回（7/27）　障害のある子どもと学校教育　肢体不自由特別支

援学校（担当：南雲）

■準備学習（予習・復習）等
・配付資料や参考図書等をもとに 2 時間程度の予習・復習が望まし

い。

・予習復習の際に不明な点について調べておくこと。

■授業形式
【授業形式】

講義

5 人の教員が分担して、配布した資料に基づいて、スライドやビデオ

を用いながら講義形式で行う。

■成績評価の方法
担当教員の授業における小レポートや参加状況等から総合的に評価

する。

評価の占める割合の基準は、定期試験（レポート）60%、平常点 40%

とする。

■教科書・参考書等
教科書は使用せず、資料を配布する。参考書は随時、講義内で紹介

する。

■その他注意事項等
授業の連絡については、google classroom にて連絡をする。google

classroom のクラスコードは「edjp3mte」です。

受講に当たって配慮が必要な場合は事前に申し出てください。

■実務経験のある教員としての授業内容
教育・医療・福祉領域で実務経験等のある教員 5 名が、障害のある

方への支援や支援を行う際の留意点などを踏まえて講義を行う。

そのうち一コマは「障害児のコミュニケーション支援（吃音を中心

として）」というテーマで、特別支援学校の校長を経験した講師を招

き、講義を行っていただく予定です。

■キーワード
不登校、発達障害、 コミュニケーション障害、盲・聾・重複、病虚

弱、言語、広汎性発達障害、障害のある子どもと学校教育、知的障

害、肢体不自由、インクルーシブ教育、 自閉スペクトラム症、注意

欠如多動症、 限局性学習症、吃音、実務

■アクティブ・ラーニング
アクティブ・ラーニングの要素を含む科目

■授業形態
対面授業

■SDGs
1.貧困をなくそう

3.すべての人に健康と福祉を

4.質の高い教育をみんなに

10.人や国の不平等をなくそう

16.平和と公正をすべての人に
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